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令和元年度企画提案型協働事業（アイデア審査） 

「竹袋調整池と周辺地域の維持管理事業」 

提案に関する委員会付帯意見 

 

１ 成果評価を作成し、より多くの市民に末永く親しまれる施設になるよう、担当課と検

討を進めてください。 

 

 

各委員の参考意見（ふせんの転載） 

 

成果評価 

・目的とする市民活動の推進とコミュニティの育成、地域の魅力向上がアウトカムとすると、事業内容のアウ 

トプットから、どのようになった状態とするのか。市と団体と市民が共有できるようにしてはどうか。 

・どのくらいのゴミを毎年回収しているのか数字が出てくるとわかりやすい。 

・行政と団体の協働事業が市民にどう還元されているのか。指標を設定し、市民にも共有する方策を検討 

してほしい。 

 

市の姿勢 

・市の対応が現状以上進まないのは残念である。 

・今後どうしていくのかを明確にしないといけない時期になっていると考えます。 

・市として今後も事業継続意思を説明されましたが、いつまでという中長期計画を明示してほしい。 

・市として将来の展望をもう少しわかりやすく確実に示してほしい。 

 

成果評価→→→エビデンスベースで考えよう→→→市の姿勢 

   ※エビデンス：根拠・証拠、観測データ、実績など 

 

水平展開 

・成果が出た事例として、水平展開に対する考え方を市として明確にしてほしい。 

 

自立 

・協働事業を永久には継続できないと思われるが、自立に向けての対応を明確にしてほしい。 



公園化 

・周辺地域を「公園」にして環境整備した方が。市民の交流の場として価値が上がるのではないか。その方 

が市民との協働事業にふさわしいと思う。 

・地域に受け入れられているので、住民のニーズからすればむしろ、公園として位置付けて整備していただ 

きたい。 

 

安全性 

・調整池としての機能は本当に大丈夫なのか。水をためる能力は安全性に大きく影響するのではないか。 

 

●エコネットさんがんばって 

・市内の他の公園の整備を考えると、他に取り組む団体は無いと思われる。 

・市と協働事業として、指定テーマで今後も継続できるようにがんばってほしいと思います。 

 

 

 


